
今年で第50回生を送りだしました。今年最後に卒業証

書を受け取った若井春名さんは5，490人目となります。
3月1日、

県立松代高等学校で卒業式

第2期生涯学習について……②～③

小報親善スキー大会・カメラスポッ瞠纐駆…④～⑤

ク助ンスキー全国大会・雪ほりボランティアー⑥～⑦

わたしの主張………・………・・⑧～⑨

里創プラン通信・バス時刻表1…⑳～0

バス時刻表2・文集雪の故郷…⑫～⑬

東京発・文芸・松代の自然…⑭～⑭

町長へのたより・町のお知らせ…⑯～⑰

下水道事業概要・紹介します…⑱～⑲

みんなよく見てね・お知らせ…⑳～⑳

主
な
内
容

　チャイルドシートで子どもの命を守る

　　一4月1目からチャイルドシート着用が義務化一

　道路交通法の一部改正により6　凶

驕纒灘ゴ蝋認，，’一腱騒藷・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿書・　渥婁　ビ…

　警察庁などの調査によると、自　　　　　　　灘欝嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　親ど課の爺の絆ぼ駿飛瓢鵬膿一ド
動車乗車中の交通事故でチャイル

ドシートを着用している場合の致死率は、着用していない場合に

比べ4／9、重傷率では1／3という結果が出ています。地域や家庭で

正しい取り付け万や着用効果について確認することは、子どもの

命を守るためにも大切です。（広報17ページ記載）



、
，
鰍

をす廟めま

生涯学習情報紙「ゆきつばき」を

12月から発行はじめています

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
で
は
、
平
成
H
年

度
か
ら
第
2
期
目
の
生
涯
学
習
計
画
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
計
画
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
る
県
派
遣
社
会
教
育
主
事
の
丸
山
信

男
さ
ん
と
今
回
の
計
画
づ
く
り
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
上
越
教
育
大
学

大
学
院
教
授
の
若
井
彌
一
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
2
回
に
わ
け
て
お
つ
た
え
し
ま
す
。

琶

■
生
涯
学
習
の
意
図
す
る
も
の
は
な

　
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
計
画
づ
く
り
に
は
、
社
会

教
育
委
員
で
も
あ
る
学
校
の
先
生
か

ら
も
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
校
週
5
日
制
が
平
成
1
4
年
か
ら
行

わ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
生
涯
学
習
を
も
と
に
、
家

庭
や
地
域
と
学
校
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

灘
心皿

懸
騰
縫
薩
縫
　
、
－

　
う
い
う
意
味
で
も
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
は
地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
役
割
が

　
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
を
す

す
め
る
に
あ
た
り
、
企
画
振
興
課
と

の
連
携
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
推
進
会
議
に
は
、
社
会
教
育

委
員
の
学
校
関
係
者
2
名
が
加
わ
っ

て
い
る
ほ
か
に
、
地
域
振
興
と
い
う

点
で
も
重
要
視
し
ま
し
た
。
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
地
元
の
企
業
と
も
連

携
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
町
村
と
の
連
携
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
計

画
づ
く
り
を
す
す
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

翻
大
ま
か
な
計
画
と
行
政
の
役
割
に

　
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

　
1
・
2
年
目
に
計
画
、
3
年
目
に

実
践
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
に
、
生
涯
学
習
と
い
う
も

の
を
行
政
で
意
識
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
す
。
ま
た
、
行
政
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
農
林
課
、
住
民
課

も
同
じ
住
民
を
相
手
に
し
て
い
ま
す
。

情
報
を
共
有
し
て
事
業
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
行
政
全
体
で
生
涯
学
習
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
住
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は

　
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
趣
味
や
特
技
を
社
会
に
返

す
、
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
と
お
し

て
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考

え
て
み
る
、
そ
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で

実
践
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
、
趣
味

だ
け
で
な
く
、
誰
か
に
返
し
て
い
く
、

そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
だ
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
視
点
が
大

事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
】
住
民
の
参
加
に
つ
い
て
考
え
て
い

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
地
域
に
片
寄
り
が
な
い
よ
う
に
す

す
め
て
い
き
た
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な

団
体
や
組
織
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
住
民
を
意
識
し
ま
し
た
。

■
年
齢
や
女
性
の
参
加
に
つ
い
て
何

　
か
特
別
に
配
慮
し
ま
し
た
か
。

　
年
齢
や
男
女
比
に
も
意
識
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
女
性
の
参
加
に
つ
い

て
は
、
今
一
つ
参
加
し
よ
う
と
い
っ

た
意
識
が
薄
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

気
に
な
る
こ
と
で
す
。
偉
い
人
と
一

緒
と
い
う
の
は
ど
う
も
…
…
と
い
う
こ

と
で
断
ら
れ
ま
し
た
、
残
念
な
こ
と

で
す
。

臨
一
般
の
人
が
参
加
で
き
る
開
か
れ

　
た
形
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
…
。

　
内
容
に
よ
っ
て
は
、
報
告
会
の
よ

う
な
ス
タ
イ
ル
で
一
般
の
人
か
ら
も

聞
い
て
も
ら
え
る
も
の
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
越
教
育

大
学
の
若
井
先
生
か
ら
も
3
回
く
ら

い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お
い
で
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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を 、

第2期生涯学習計画づくりを

松代町ではどのようなことを生涯

学習で考えていくべきでしょうか。

　　～若井教授に聞いてみました～

　都市型の学習プランと農村型のプランがあると思い

ます。農村型については過疎化という共通の課題があ

ります。過疎は底を打ったけれど増えてはいないこと

があります。希にやや増えているところもあります。

都市部のドーナツ化現象によるものもあります。松代

町は典型的な農村部のスタイルでしょう。その時に何

を考えなければいけないかというと、限られた人間の

数、あるいは戸数を比較にするということの限界、そ

して、これを意識して破らなければいけないというこ
と。

　衛星ひまわりの計画が失敗し、300億円かかりました。

自治体の場合はつぶれています。しかし、生涯学習の

場合は、比較的お金をかけずに成功できる可能性があ

るということです。

　呼び込み型イベントヘ

　例えば1つの発想として、行政がイベントをやるか

ら「無料でやる」ということについては考えなければ

いけないと思います。その発想はあわない。お金を取っ

てもよいと思います。金をとるからには、中身を用意

する。生涯学習講座で必ず10万円儲かる講座をやった

ら、1万円の受講料をとってもよいでしょう。日経セミ

ナーはそうした例でしょう。行政は儲けることはしな

いでタダ、無料だと言われていました。しかし、問題

はそのイベントに対してみかえりがある。また、例え

ば松代のフェスティバルに参加したとして、その時参

加したという何か精神的な記念になるものをお返して

いく、それは、ただで何ももらわないで帰るよりも500

円出して150円の記念品を貰って帰る方が充実感がある

と思います。あるいは、生涯学習の事業に参加された

人には、松代にある芝峠温泉の優待券を100円引きなり

気持ちをあらわしていく、それでもそこに出たという

証しとなり、松代町に愛着を持つようになるのではな

いでしょうか。やはり、多くの人に出てきてもらって

参加してもらう呼び込み型イベントも考えていく必要

があるのではないでしょうか。容量にこだわらない、

中身はこのままで、充実感が感じられます。

　人を広く募るということ

　第1期の事業ではどこまでの成果が上がったのかは

わかりませんが、例えば、町の中だけで講師の人を捜

すということにこだわらず、出てきてくださる方はボ

ランティア活動的な出かたをしていただく。なぜそう

いうことを言うかというと、生涯学習を考えていくと

きのべ一スとなることですが、従来の教える者と学ぶ

者が、高い人と低い人との関係ではないということで

す。生涯学習では、教える人は常に教え、学ぶ人は常

に学ぶという想定ではありません。ある講師は、受講

生ともなり得ます。それが生涯学習の定着したあり方

です。それは、お互いに持っているものを提示してい

く、言ってみれば、一人一芸というものを持っている

こと。誰かいいものを持っていたらそれをみんなにお

披露目していただく。生涯学習社会がめざす人間像は、

この一人一芸、最低限一芸が必要。そうすれば、自分

が出番のときにみなさんにお披露目できるわけです。

そうした、お披露目式みたいなものです。そうしてい

ろいろな人から講師として登場していただくことです。

　協力していただく人材の登録のしかたや発言のしか

たを工夫していけばいいのではないでしょうか。

　生を受けて、自分が恩恵を受けた場所であれば、む

しろそのことに感謝して出てきてくれると思います。

そういう気持ちのある人から生涯学習には出てきても

らいたいと思います。　　　　　　　（次号に続く）

丸山さん開設の「わくわくチャレンジクラブ」から

向原遺跡を学ぶ

松代町学童保健会が昨年H月16日の若井教

授の講演会内容をまとめています。詳しい

ことが知りたい人は、教育委員会まで。
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噸轟

誓

雪
の
日
に
練
習
し
て
こ
そ
強
く
な
る
ノ

町
内
小
学
校
親
善
ス
キ
ー
大
会

　
第
4
5
回
松
代
町
小
学
校
親
善
ス
キ
ー

大
会
は
2
月
1
0
日
、
距
離
競
技
（
会

場
町
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
）
と
ア
ル

ペ
ン
競
技
（
会
場
　
フ
ア
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
午
後
か
ら
行
わ
れ
、
雪

が
急
に
激
し
く
降
っ
て
み
た
り
で
、

●●●距離●●●

小学4年

1
声
援
を
受
け
て
ゴ
ー
ル
ー

各
学
校
の
選
手
は
「
ワ
ッ
ク
ス
が
あ

わ
な
く
て
、
滑
ら
ず
困
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
悪
天
候
の
中
、
声
援
を
受

け
が
ん
ば
っ
た
選
手
の
う
ち
、
入
賞

し
た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

みんな頑張りました

小学5年

聡環三．・、鷺蕪繊二1謎，義磁

簡』』滋

選手人数が少ない分、頑張った5年生の皆さん

小学6年
、
■

噸

アルペンは大回転競技

でした
中学生になっても頑張ってね

難
競
技
結
、
．
果
、

【
距
離
競
技
】

▽
男
子
4
年
以
下
の
部
　
2
。
。
①
中

　
沢
成
文
奴
奈
川
）
②
中
澤
政
文
（
同
）

　
③
五
十
嵐
春
彦
（
松
代
）
④
柳
凌
（
孟

　
地
）
⑤
柳
隼
人
（
同
）
⑥
小
嶋
優
介
（
同
）

▽
同
5
年
の
部
　
3
。
。
①
五
十
嵐
太

　
博
（
松
代
）
②
市
川
賢
司
（
同
）
③
井

　
上
智
晴
（
同
）
④
斎
藤
裕
太
（
同
）

▽
同
6
年
の
部
　
3
。
。
①
斎
木
重
樹

　
（
孟
地
）
②
小
堺
里
志
（
松
代
）
③
鈴

　
木
康
彦
（
同
）
④
柳
悠
太
（
孟
地
）
⑤

　
斎
木
明
穂
（
同
）
⑥
若
井
光
男
（
松
代
）

▽
女
子
4
年
以
下
の
部
　
2
。
。
①
石

　
田
沙
織
（
孟
地
）
②
小
嶋
な
つ
み

　
（
同
）
③
小
堺
真
央
（
奴
奈
川
）
④

斎
木
千
里
（
同
）
⑤
牧
田
美
香
（
同
）

⑥
柳
紗
千
香
（
同
）

▽
同
5
年
の
部
　
2
。
。
①
樋
口
友
佳

子
（
松
代
）
③
佐
藤
杏
美
（
同
）

③
佐
藤
愛
（
奴
奈
川
）

▽
同
6
年
の
部
　
2
キ
。
①
小
嶋
ち
灯

　
み
（
孟
地
）
②
樋
口
沙
織
（
松
代
）

③
五
十
嵐
里
花
（
同
）
④
斎
木
智

美
（
。
奴
奈
川
）
⑤
山
本
睦
美
（
孟

　
地
）
⑥
佐
藤
芽
衣
（
同
）

▽
混
成
リ
レ
ー

小
③
孟
地
B

▽
男
子
リ
レ
ー

代
小
B

▽
女
子
リ
レ
i

①
孟
地
A
②
松
代

①
松
代
小
A
②
松

①
松
代
小
②
奴
奈

川
小

【
ア
ル
ペ
ン
競
技
】

　
大
回
転
2
本
の
う
ち
い
ず
れ
か
速

い
タ
イ
ム
を
競
う

▽
男
子
4
年
以
下
の
部
　
①
駒
形
知

彦
（
松
代
）
②
相
沢
健
太
（
同
）

③
相
沢
祐
樹
（
同
）
④
小
堺
拓
侑

　
（
同
）
⑤
米
持
和
成
（
奴
奈
川
）
⑥

　
秋
田
大
地
（
松
代
）

▽
同
5
年
の
部
　
①
武
田
拓
也
（
松

　
代
）
②
佐
藤
将
吾
（
同
）
③
中
村
智

之
（
同
）
④
高
橋
孝
太
（
同
）
⑤
池

　
田
勇
輝
（
同
）
⑥
萬
羽
智
雄
（
同
）

▽
同
6
年
の
部
　
①
市
川
陽
介
（
松

代
）
②
富
澤
雅
人
（
同
）
③
関
谷

　
勝
太
（
同
）
④
佐
藤
佑
介
（
同
）

⑤
古
同
野
光
（
同
）
⑥
口
同
野
竜
人
（
同
）

▽
女
子
4
年
以
下
の
部
　
①
高
野
亜

　
理
紗
（
松
代
）
②
市
川
め
ぐ
み
（
同
）

③
相
沢
里
奈
（
同
）
④
佐
藤
千
絋

　
（
奴
奈
川
）
⑤
中
村
江
美
香
（
松
代
）

⑥
中
澤
優
子
（
奴
奈
川
）

▽
同
5
年
の
部
　
①
鈴
木
彩
（
松
代
）

②
柳
鮎
美
（
同
）
③
柳
夕
紀
（
同
）

④
中
村
道
恵
（
同
）
⑤
関
谷
美
香

　
（
同
）
⑥
高
橋
い
つ
か
（
同
）

▽
同
6
年
の
部
　
①
鈴
木
静
（
松
代
）

②
相
沢
美
花
（
同
）
③
長
谷
川
由

佳
（
同
）
④
鈴
木
牧
子
（
同
）
⑤

市
川
美
樹
（
同
）
⑥
佐
藤
美
保
（
同
）
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●●●アルペン各種目1位●●●
　轍響　　　　　　　▲　　　7」』

齢

嶋
轡

　
　
航籍

　
　
者
．

網
聾

●●●距離混成リレー1位●●●

ダ題’1－ーノ嬰
孟地Aチームのみなさん

●●●距離女子リレー1位●●●
　膿鰯撚綴　　　　　　　　　　　き縮

●●●距離男子リレー1位●●●
　　．．、響繕懸嚢蓼．　　　　　　　　」幽1」　　　嚢熱

｝
㎜
…
ー

難
　
　
鰭
騨
職
　
ー
　

カメうスポット～学校編～

もうすぐ卒業式

3月24日は、町内各小学校の

卒業式

〈奴奈川小学校では、地域の人

　とパンジーの花を育てていま

　す。「卒業式にはぜひおいでく

　ださい！」

▼孟地小学校では、伊沢和紙の卒業

・嚢睡賛樵成中で砺。張日にあ認認乾

鍔菓錺稀業、r太励禦罪～聾脛！馴

観

3月7日、卒業しました。松代中学校3年生46名

〈
第
2
1
回
目
と
な
る
松
代
中
学

　
校
の
卒
業
式

こちらは入学します。各小学校で彩行学級開催

》
3
月
1
日
、
松
代
保
育
園
緑

　
組
園
児
が
松
代
小
学
校
を
訪

　
れ
2
年
生
と
交
流
。
「
こ
の
春

　
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
」

大潟町小学校釆町雪は楽しかった1

〈
3
月
2
日
、
大
潟
町
小
学
校
4
年
児

　
童
備
人
が
松
代
小
4
年
と
交
流
。

　
迎
え
た
松
代
小
川
上
先
生
は
、
「
夏
に

　
は
鵜
の
浜
海
岸
で
ス
イ
ヵ
割
な
ど
楽

　
し
み
ま
し
た
。
お
互
い
メ
ー
ル
や
手

　
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
」
と

　
話
し
て
い
ま
し
た
。
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謬鱗スキノ

騨　
雛

辮灘。

口
U

全国高校スキー

　第49回全国高校スキー大会は、長野県飯山市で距離

競技が行われました。1

　10日の男子40キロリレー（10キ．×4　1・2走クラ

シカル、3・4走フリー）で9位に入賞しました。1

走小堺直人、2走関谷則和、3走斎藤雄治、4走宮澤
健二の各選手が健闘しました。

　8日、男子距離15㌔フリーでは、18位宮澤健二選手、

24位関谷則和選手、65位斎藤雄治選手の成績でした。

〈国体スキー〉

　第55回国体冬季大会は富山県大山町の極楽坂スキー

場で距離競技で行われました。

　松代高校から参加した宮澤健二選手は20日の少年男

子15キ。で5位に入賞しました。

　また、22日の少年男子リレーの新潟県チームのアン

カーとして出場した宮澤健二選手が4位から3位に順

位を上げて秋田県チームを引き離してゴール。新潟県

チーム3位入賞に貢献しました。

〈高校選抜大会〉

第12回全国高校選抜大会は岐阜県鈴蘭高原スキー場で

行われました。

　26日の距離男子10キ。クラシカルで7位に宮澤健二選

手が入賞。以下、24位小堺直人、44位関谷則和、72位

斎藤雄治と健闘しまし　　　　　　　　．　　　　　黛二一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒

澤健二・4劇堺直人・　　瀬
60位関谷則和、75位斎
　　　　　　　　　　今回も健闘した首澤健二選手
藤雄治の成績でした。　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　の力強い滑り

全国中学校スキー

松代中学校から参加の選手が大健闘。

　スキーの第37回全国中学校大会（全中）は、福島県

猪苗代町の猪苗代木地小屋距離競技場で男子と女子距

離競技が行われました。

〈個人〉

　8日、男子10キ。クラシカルでは、関谷和樹選手（松

代中2年）が力走し、9位に入賞しました。

　また、9日、女子5キ・クラシカルで関谷有希選手（松

代中2年）が8位入賞。なお、関谷智美選手（同）は
38位でした。

〈リレー〉

　10日、女子リレーで4走アンカーとして出場の関谷智

美選手は、秋田、山形との差が縮まらず3位でスタート。

　得意なフリー3キ．を終盤2キ．で先頭に立ったものの

ゴール直前の混戦で1位とは1秒差2位と同タイムで
した。結果は、写真判定で、新潟県チームは惜しくも

3位となりました。

　なお、関谷智美選手は、区間ではラップタイムの記

録でした。
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旱大『雪ほりポランテイア』一3年目一
「わたしたちには、心の支えになっています」（一人暮しの方からの言葉）

講藝
萎

羅翻纈獺

磁雛

　翻
　難　　饗灘
　擁　　灘

藁

熈
，

鞭

灘．

難

撒

難．

．

　鑓

翻
脚敵　　燃難、

講

、
饗

　
，
養

榊

譲

鰍麟

灘難嚢

難翻
鱗り識

競
、
．獺

灘
轍
　
与

齢
慧

獺

難

騰

1蓑藩

鍵

隔訪

甕

評

繊
－
蟻
驚

轟
騨

モ　　　　　　　　　　　　　　　　　肥　　　　　　　　　　　　　　　なざ　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　露

　　　　　　　　　ラ議
　　　　　　　懸
　　　　　　耀

　　　　　　‘

　　　纒
　　訪れ窃回

臨

　　　、難．
磁

纏

灘き
く
　
　

　
難
騨

　
今
年
も
2
月
1
0
日
～
1
5
日
に
か
け
て
早
稲
田
大
学
の
雪

ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
3
5
名
ほ
ど
が
当
町
に
雪
ほ

り
の
応
援
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
早
稲
田
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
所
属
す
る
学
生
が
学
内
や
都
内
の
大
学
に
呼
び
か
け
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
3
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
幹
事
の
一
人
、
田
熊
伸
毅

さ
ん
は
「
雪
が
少
な
く
て
、
た
い
し
た
お
手
伝
い
も
で
き

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
し
た
が
、
町
の
人
と

交
流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
が
運
営
し
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
依
頼
内
容
を
学
生
た
ち
に
紹
介
、
ま
た
、
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
依
頼
に
は
、
老
健
施
設
な
ど
で
映
写
会
や
演
奏
会
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
都
の
福
祉
講
座
で
学
ぶ
ほ
か
、

今
回
の
雪
ほ
り
ツ
ア
ー
の
企
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録

し
て
い
る
学
生
は
60
名
に
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う

し
た
学
生
へ
の
情
報
の
提
供
も
逐
次
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
当
町
を
訪
れ
た
学
生
は
、
「
自
分
自
身
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
か
ら
雪
を
ほ
っ
て
も
ら
っ
た
家

の
人
は
、
「
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
遠
く
か
ら
来
て
く

れ
て
、
心
に
暖
か
さ
も
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
人
は
、
「
ど
う
や
っ
て
答
え
た
ら
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
お
お
ぜ
い
の
若
い
人
と
話
し
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
学
生
を
迎
え
た
方
の
一
人

は
「
家
族
を
迎
え
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
今
後
の
活
躍
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

デイサービスセン

ターでの住民との

交流の様子

鯵騨鞭冊

かんじきのはきかた

も、もうマスターし

ました

こ来てこちらは「ゆきつばきの研究
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突
働
②
鶴
御
饅
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迎
昆
る
侶
あ
摺
＠

　
い
よ
い
よ
7
月
2
0
日
か
ら
9
月
1
0

日
ま
で
、
十
日
町
な
ど
一
市
五
ヶ
町

村
で
広
域
里
創
プ
ラ
ン
「
大
地
の
芸

術
祭
」
の
長
期
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
7
年
の
夏
か
ら
何
も
わ
か
ら

ぬ
私
が
民
間
人
第
1
号
と
し
て
、
こ

の
計
画
に
参
画
さ
せ
ら
れ
て
6
年
に

な
り
ま
す
。

　
折
角
の
り
か
か
っ
た
事
業
で
す
か

　
　
　
い
ね
　
　
　
　
　
　
い
へ
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴛

麟畷撫瀕殉畠’舞・物’　訟

瞥〃羅

㌘

霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関

ら
、
な
ん
と
か
こ
の
第
一
期
の
芸
術

祭
が
成
功
を
お
さ
め
、
次
期
に
向
か
っ

て
着
実
に
村
お
こ
し
、
郷
土
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
事
業
の
つ
み
か
さ
ね

と
な
る
よ
う
に
、
地
域
住
民
が
納
得

し
て
積
極
的
に
意
見
を
出
し
、
そ
れ

が
汲
み
取
り
上
げ
ら
れ
よ
う
祈
ら
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
驚

　
　
　
　
．
F
’

　
　
　
　
顯
欝
㌃

蕊
獺
購
勝
．

　
獣
、

　
　
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
講

　
　
ヤ
ノ
　
　
、
、
…

　
　
，
協
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レ
，

　
　
－
蹴
鵜
甑
　
、
柵
藁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
署

　
　
戦
　
徽
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
黛

　
　
　
　
　
心

　
　
・
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ず

　
“　
　
　
　
　
　
　
“
ど

　
、

．．，，4劃畢

田・．羅、一一一微　　｛馨肇ご箭τ翼’』、

刈羽の浜から、あいもの（海産物）が運ばれてきた

　
　
　
　
　
，
嶋

二
士
世
紀
へ

手
灸
橘
架
補
毒
ノ

＝

蛎

纏磁

顕嶺

〃、

恩口

哲

郎

私
た
ち
は
ど
ん
な
協
力
が

　
　
　
　
　
で
き
る
で
し
ょ
う

　
郷
土
ま
つ
だ
い
が
受
け
持
つ
主
題

（
テ
ー
マ
）
は
「
食
と
農
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
郷
土
に
と
っ
て
も
、
県

に
と
っ
て
も
、
国
に
と
っ
て
も
大
事

な
重
い
意
味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
だ
と

思
い
ま
す
．

「
食
と
農
」
の
町
だ
か
ら
稲
田
、
棚

F
才

㍗
一
．
㍗

　
　
嶽

f

’
絹
へ

一
一
糞
　
叫
、
『

ロ
　
ゑ

堅
7　

　
　
事

蜂　
　
　
　
工

　
　
　
橋

　
　
　
架
　
　
里

　
　
　
“
臨

　
輪

　
　
標

　
　
　
紀

　
　
　
世

　
　
同
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
〆

田
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

松
代
の
棚
田
が
ど
の
よ
う
に
外
国
の

芸
術
家
に
よ
っ
て
芸
術
表
現
を
さ
れ

る
の
か
興
味
し
ん
し
ん
で
す
。

　
ま
た
、
食
に
つ
い
て
、
松
代
の
と

び
っ
き
り
代
表
す
る
も
の
と
い
え
ば

な
ん
で
し
ょ
う
。

　
あ
ん
ぼ
も
、
あ
ま
り
に
も
現
代
人

に
あ
わ
せ
よ
う
と
、
素
材
の
粉
も
現

代
人
向
き
に
作
ら
れ
た
も
の
は
、
浦

田
あ
た
り
の
竪
線
下
の
粗
末
な
米
の

粉
で
元
の
な
り
で
作
ら
れ
た
あ
ん
ぼ

よ
り
、
高
田
の
デ
パ
ー
ト
で
は
客
が

自
然
と
は
な
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
原
始
時
代
の
石
器
か
ら
も
松
代
の

石
器
は
原
石
の
交
流
す
る
道
の
駅
で

し
た
。
中
世
、
戦
国
、
江
戸
時
代
も

眺

ほくほく線開業3周年記念

籍醸議

文
物
の
交
流
で
絵
の
よ
う
な
歴
史
の

顔
が
あ
り
ま
す
。
昔
さ
か
ん
だ
っ
た

六
斎
市
も
観
音
市
も
皆
「
道
の
駅
」

と
関
連
し
ま
す
．

　
訪
れ
る
人
び
と
を
あ
た
た
か
く
迎

え
、
想
い
出
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
お
土
産
も
あ
れ
こ
れ
と

工
夫
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

弱

雪

㌧群噛

、

糸づくり　上布のふるさと松代絵馬

　ほくほく線も3月22日で3周年を迎えます。

日時3月25日（土曜）～26日（日曜）

　　　　午前9時～午後5時（26日は4時終了）

会場ふるさと会館
内　容　・餅つき大会や会場でピエロと遊ぼう

　　　　／川西町・松之山町・高柳町・大島村

からの特産品出店ブース／妻有ステキ発見写真

展／ほくほく線フォトコンテスト写真展／雪割

草の展示即売ほか

問い合わせ　松代町企画振興課商工観光係

　　　　　　　　　　　　（盈7－2220）
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わたしの主張

東頸地区奨励賞　亭

佐藤美春さん
　　　　（松代中3年）

障害者とともに

囚
　「障害を持つ人、一人

ひとりにとって住み良

い社会になってもらい

たいものです」と話す

佐藤美春さん

　障害者が、向こうから、表情をゆがめ、ぎこちない
足取りでやってきます。

　すれ違う人達は、どんな目で見て、どんなふうに思
うのでしょう。こわい？　かわいそう？　それとも…
あんなふうになりたくない？
　正直言って、以前私は、排他的で自分勝手な目で見
ていました。同情しながら恐れ、心の中で「あんなふ
うにな配）たくない…。でも自分じゃなくてよかった。」

と、どこかでほっとしているのです。
　今考えると、自分が、すごくいやな人間に思えます。
障害をもつ人たちに申し訳ない気持ちでいっぱいにな
ります。

　普段私たちは、「障害者」と簡単に言っていますが、
障害は大きく分けて、体の機能の障害である「身体障
害」と、知能や精神の障害である「知的障害」に分か
れます。そして、それぞれの障害には程度の差があり、
中には、複数の障害があわさって、より重い障害になっ
ている場合もあります。けれども、望んで障害者になっ
た人はいないわけですから、どんな障害を持つ人でも、
健常な私たちより、負担を背負って生きていることは
変わりありません。

　私の親戚に障害を持つ2人の子どもがいます。1人
は身体に障害をもつ男の子、もう1人は知的障害をも
つ女の子です。

　男の子は「K君」といい、今年4歳になるのですが、
体は1歳のまま。それ以上成長しません。そのことを
知ったときは驚きました。けれども、彼はすぐ私にな
ついて、遊んであげるとうれしそうに笑うのです。そ
の笑顔がとてもかわいらしくて…。彼が笑顔を見せて
くれるたびに、私も周りにいる人も、なぜか幸せな気
持ちになるのです。K君は、体がとても小さいという

だけの、4歳の普通の子どもでした。
　もう1人の女の子は「Mちゃん」といいます。去年
の夏、Mちゃんは家族で遊びにきました。とても元気
で明るい子です。でも、そんな彼女と、私は上手く遊
んであげることができませんでした。一緒に絵を描い
たり本を読んだりしましたが、楽しそうに本を眺めて
いる彼女の隣で私は、どうやって遊んであげたらいい
のだろうかと考えたり、飽きっぽい彼女にいらいらし
たりしていました。Mちゃんには何か特別なことをし
てあげないといけないとか、そんなふうに思い込んで
いたのだと思います。そうではなくて、彼女のできな
い部分を助けたり教えたりしながら、普通の子と同じ
ように遊べばよかったのです。

　私は今、改めて考えています。障害者を含むすべて
の人にとって、住み良い平等な社会にするためには、
社会を構成するすべての人が障害者に対して十分な理
解をすること、そして、障害者を特別視せず、一般社
会の中で私たちと同じように生活できるようにしてい
くことが大切だと。

　そのために、今私たちにできることは何でしょう。
もちろん、私たちはケースワーカーではないから、施
設等で障害者に直接関わって手助けすることはできな
いかもしれません。けれど、障害者への見方や接し方
を変えることはできます。障害を理解しようとするこ
と、冷たい目から暖かい目に変えること、そのことが
とても大切だし、誰もが平等な社会への第1歩なのだ
と思います。

　私は、私よりも重いものを背負って生きている人た
ちのために、自分も彼らと共に生きる社会づくりに貢
献するという課題をもっていこうと思うようになぴ）ま
した。そして、「障害者と共に生きる社会こそ普通であ

る」と、すべての人が思っているそんな社会が早く訪
れることを心から願ってやみません。

　Mちゃんが遊びにきた日の夜、父がMちゃんの両親
に言った言葉が心の中にずっと残っています。
「この夫婦ならきっと大丈夫だと思って、神様がお前
たちにMちゃんをさずけてくれたんだよ。」

【プロフイール】

趣　　　昧1スポーツを楽しむこと
得意な科目二社会、音楽
将来について：社会的に立場の弱い人達を助ける
　　　　　　福祉関係の仕事か、外国の人達と
　　　　　　交流できるような国際的な仕事が
　　　　　　　したい。

　
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
が

情
緒
障
害
や
知
的
障
害
を
持

つ
人
の
支
援
と
仲
間
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
開
設
し
て
い

る
い
ず
み
学
級
の
み
な
さ
ん

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
9
6
人

が
2
月
4
日
か
ら
2
泊
で
芝

峠
温
泉
に
宿
泊
し
、
雪
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
障
害
を
持
つ
人
と
の
集
い
　
一
　
　
、
き
顯
鑓
…
燃

の
場
を
す
す
め
て
い
る
「
し
ぶ
　
　
　
．
灘
裂
　
．
璽

み
の
家
」
で
は
・
こ
の
春
か
ら
、
．
．
鰹
㎜
灘
顛
．
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
当
日
は
、
各
団
体
の
代
表
や
松
之
山
町
か
ら
山
岸

冨
司
雄
保
健
福
祉
課
長
や
当
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

鈴
木
事
務
局
長
ほ
か
を
交
え
て
す
す
め
方
に
つ
い
て

話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
務
局
で
は
、
「
障
害
を
持
つ
方
の
家
族
の
協
力
の

ほ
か
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
け
る
人
が
必
要
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

連
絡
を
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
箸

置
き
や
リ
サ
イ
ク
ル
封
筒
を
作
っ
て
販
売
を
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
町
住
民
課
保
健
婦
ま
た
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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越後妻有アートトリエンナーレ2000
　会期：7月20目（観音祭）～9月10日53目間

大地の芸術祭

子
ど
右
た
ち
と
雪
尼
る
ま
づ
く
り

シ
モ
ン
・
じ
ー
卿
亡
ん
（
ス
イ
ス
）
”
来
町

　
7
月
か
ら
は
じ
ま
る
大
地
の
芸
術
祭
で
、
当
松
代
会
場
に

お
い
て
雪
だ
る
ま
を
モ
チ
ー
フ
に
作
品
を
つ
く
る
シ
モ
ン
・

ビ
ー
ル
さ
ん
（
3
6
歳
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
在
住
）
が
2
6
日
に
当
町

を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
会
館
駐
車
場
横
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
雪
だ
る
ま
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
シ
モ
ン
・
ビ
ー
ル
さ
ん
か
ら
ゆ
き
だ
る

ま
を
つ
く
る
こ
と
を
と
お
し
て
作
品
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
シ
モ
ン
・
ビ
ー
ル
さ
ん
は
、
「
1
6
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
家
の
静
か
な
裏
庭
に
雪
だ
る
ま
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
周
り
を
家
族
で
散
歩
を
し
、
庭
を
大
切
に
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
象
徴
的
な
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
も
大
切

な
場
所
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
地
域

だ
っ
た
り
家
族
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
大

切
に
す
る
、
明
日
の
こ
と
を
悩
む
よ
り
今
日
精
一
杯
生
き
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
「
西
洋
の
雪
だ
る
ま
に
は
足

が
あ
る
の
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
を
と
る
と
い
う

の
も
、
お
も
し
ろ
い
発
見
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

驚
　
、 　

‘榊懸

大地の芸術祭

公開発表会を開催

　越後妻有大地の芸術祭実行委員会では、この夏

開催する「越後妻有アートトリエンナーレ2000」

に参加する作家や作晶について正式に発表します。

　入場は無料です。どなたでも参加できますので、

ぜひ、ご来場ください。

日時　3月29日㈱　午後7時～9時
会場　十日町市民会館ホール

内容　平山県知事あいさつほか

臨燈わせ　申日町地域広域事務紐合企画振興課

　　　　　　　　　　　　（盈0257－5㍗2637）

総黙蜘

シモン・ビールさんと雪だるまづくり

一
一
一
一
7
畠
＝
冒
．
畠
一
一
冒
置
品
＝
響
一
畠
＝
晋
曹
昌
＝
冒
一
昌
＝
冨
．
畠
一
一
霊
．
畠
一
一
雪
三
－
＝
一
7
畠
＝
一
7
畠
一
一
一
7
島
一
一
曽
・
昌
一
＝
▼
昌
－
＝
7
畠
＝
一
7
昌
＝
一
7
畠
一
一
一
7
昌
聯
霧
▼
昌
一
一
一
7
昌
一
一
一
7
畠
一
一
一
）
・
昌
一
＝
7
呂
騨
＝
7
8
＝
響
■
G
－
＝
マ
畠
一
一
一

ステキ発見

わんぱく賞『サアみんなでチーズ』

（風問亜沙美さん・八箇小学校）

わんぱく賞『木のぽり少年Y』

　（丸山洋祐さん・橋小学校）

謹
　　鷲諭

．
繕

轄蟄

わんぱく賞『ネコバスのお客さん』

（水落麻美さん・鐙島小学校）

わんぱく賞『こいのぽりいっぱい』

　（工藤悠さん・西小学校）

■
…
三
≡
三
…
甲
…
＝
Σ
…
三
…
・
畠
…
7
…
…
・
…
一
〕
・
…
一
7
…
一
三
一
…
・
…
一
三
一
…
・
…
一
＝
・
…
…
・
…
一
三
…
■
…
一
7
…
－
三
一
…
。
…
一
一
7
…
一
7
…
一
一
電
■
…
一
7
…
一
7
…
一
一

〈
十
日
町
雪
ま
つ
り
で
の
大
地
の

芸
術
祭
・
ス
テ
キ
発
見
展
示
会

　
2
月
2
3
日
、
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
で
圏
域
内
で
は
じ
め

て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
夜
の
開

催
に
も
か
か
わ
ら
ず
圏
域
の
ほ
か
に
も
新
潟
市
や
上
越
市

か
ら
も
会
議
に
出
席
す
る
人
も
あ
り
、
7
0
名
ほ
ど
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
と
事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
事
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
か
ら
は
、
高
校
生
の
募
集
や
作
家
の
作
品

制
作
日
程
を
教
え
て
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
横
の
連
携
に
つ
い
て
の
提
案
も
出

さ
れ
、
今
後
の
事
業
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
場
に
は
都
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
小
蛇

隊
」
の
メ
ン
バ
ー
5
人
も
掛
け
つ
け
、
圏
域
に
エ
ー
ル
を

お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
小
蛇
隊
」
は
蜘
人

を
超
え
、
3
月
1
2
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
会
を
行
い
、

活
動
を
P
R
し
ま
し
た
。
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叫
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叫
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◎
嚇
睡
脹
・
蛛
麟
溜
甑
淑

母
ひ
ご
、
G
呂
臼
，
『
脚
」
っ
借
づ
。

（
購
酬
淋
加
ゆ
）
　
・
床
S
言
（
謁
麟
期
）
（
蒔
痢
期
）

（
鋤
慧
づ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
煮
鹸
舗
購
繭
錆
鰯
置
鼎

．
副
判
～
田
鯛
訪
醍
s
蘇
躍
痔
繭
蟻
霧
『
C
パ
ご
、
ひ
s
餌
辮
一
」
鼎
弓
叫
。
水
き
％
弓
6
叫
！
田
姻
蒔
’
嘗
謬
’
菌
判
’
酬
餅
！

啓
潮
！
十
紺
’
首
冷
S
醐
串
磯
撰
d
，
鋤
愚
づ
C
叫
叫
。

蘇
躍
！
雌
田
ノ
副
制
’
“
田
’
癬
躍
’
謝
肝
’

エ
一
N
斜
●
　
併
こ

繭
　
皿

繭
識
識
撰

鳶
蔀
－
勢
－
前
認
ー
蜀
、
賃
⊥
E
書
ー
田
箋
這
－
罰
紹
－
瞭
田
－
蘇
躍
ー
酬
肝
ー
齢
制
－
首
淘
－
＋
甜
－
灘
醗
ー
弼
－
齢
蔀

並
・
呉
・
ゆ

岱
舗
謙

二
る
。
4
二
H
。
N
号
二
H
宝
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二
”
二
尋
二
二
①
畢
＝
る
｝
号
＝
“
8
畢
＝
る
。
。
号
二
”
＆
畢
二
ひ
。
4
＝
”
密
4
二
ひ
・
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｝
N
H
。
N
事
｝
N
H
8
尋
一
N
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。
刈
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一
N
二
。

⇔
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［
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▼
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▼
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▼
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①
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“
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＼
N
㎝
～
轟
＼
㎝

刈
＼
濃
～
o
o
＼
N
刈

蒔
＼
h
o
ω
～
卿
＼
刈

繭
　
m
．

繭
識
磯
躍

霜
蔀
－
勢
－
瀞
酪
ー
＋
搬
ー
蔭
潮
ー
齢
制
ー
酬
餅
－
蘇
曲
－
瞭
田
ー
罰
判
－
蜀
ぴ
⊥
E
詳
ー
覇
・
黄
ー
潮
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⊥
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ω
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・
▼
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ω
①
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H
全
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5
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轟
①
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▼
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▼
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▼
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▼
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▼
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▼
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▼
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▼
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鱒の菰郷
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第37号のゆきの故郷

文
集「

ゆ
き
の
故
郷
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
作
品
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
か
ま
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
孟
地
小
1
年

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
う
　
り
ょ
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
　
き
ざ
え
も
ん
）

　
　
　
　
　
1
月
1
4
日
に
、
た
き
ざ
わ
の
み
ん

　
　
　
　
な
で
、
か
ま
く
ら
を
や
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ぼ
く
た
ち
が
学
校
へ
い
っ
て
い
る

　
　
　
　
と
き
、
お
と
う
さ
ん
た
ち
が
ユ
ン
ボ

　
　
　
　
で
、
あ
な
を
あ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ぼ
く
は
、
学
校
か
ら
か
え
っ
て
す

　
　
　
大

　
　
　
だ

　
　
　
ん

　
　
　
し

　
　
　
楽
　
」

　
　
　
で
な

　
　
　
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀦

鰯
　
．
欝
難
懲
臓
遮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
よ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
い
！

小山先生と手前左か

ぎりょうたくん、さと

うたくん、そしてさ

うさんの仲良し登場

ぐ
か
ま
く
ら
に
い
き
ま
し
た
。
や
な

ぎ
り
ょ
う
た
く
ん
も
き
ま
し
た
。

　
か
ま
く
ら
の
中
に
は
、
こ
た
つ
や

ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
え
ん
き
ょ
の
お
じ
さ
ん
や
し
ょ
う

じ
さ
ん
が
、
水
や
ま
き
や
や
さ
い
を

は
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
4
じ
ご
ろ
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

小
山
先
生
が
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
や
き
に
く
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
5
は
い
食
べ
た
ら
き
も
ち
わ
る

く
な
り
ま
し
た
。

　
7
じ
ご
ろ
に
な
っ
た
ら
、
た
く
さ

ん
人
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
ゆ
う
さ
ん
も
き
ま
し
た
。
み
ん

な
で
、
ト
ラ
ン
プ
や
は
な
カ
ル
タ
を

し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
だ
い
た
い
か
ち

ま
し
た
。

　
え
ん
き
ょ
の
お
じ
さ
ん
が
「
も
ち

せ
ん
べ
い
」
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
「
も
ち
せ
ん
べ
い
」
は
、
も
ち
を

え
ん
と
つ
に
お
し
つ
け
て
、
下
に
す

べ
ら
せ
て
つ
く
り
ま
す
。
お
い
し
い

で
す
。

　
あ
さ
の
ー
じ
ま
で
、
み
ん
な
で
あ

そ
べ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

室
野
の
お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
　
　
奴
奈
川
小
2
年

　
　
　
　
　
佐
　
藤
達
　
弥

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
し
ろ
え
ん
）

　
室
野
の
お
ま
わ
り
さ
ん
は
、
上
村

さ
ん
で
す
。
ぼ
く
が
、
上
村
さ
ん
に

あ
っ
て
1
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、

パ
ト
カ
ー
で
家
ま
で
お
く
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。
ぼ
く
と
、
修
一
く
ん

が
学
校
が
え
り
の
時
に
、
上
村
さ
ん
が
、

「
家
ま
で
お
く
っ
て
っ
て
あ
げ
よ
う

か
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
と
修
一
く
ん
は
、

「
う
ん
．
」

と
言
い
ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
の
中
は
、

ク
ー
ラ
ー
が
つ
け
て
あ
っ
て
、
と
て

も
い
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
そ
の

時
ま
で
、
ぼ
く
は
パ
ト
カ
ー
に
の
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

「
す
ご
い
な
あ
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
上
村
さ
ん
は
、
と

て
も
や
さ
し
い
お
ま
わ
り
さ
ん
で
す
。

も
う
1
度
パ
ト
カ
ー
に
の
せ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

鳥
追
い

　
　
　
　
松
代
小
4
年

　
　
　
　
　
高
橋
貴
美
子

　
　
　
　
　
　
（
莇
平
　
ひ
め
き
や
）

　
『
今
年
の
さ
く
は

　
　
ま
ん
さ
く
だ

　
　
あ
わ
ど
り

　
　
こ
う
め
ん
鳥

　
　
み
ん
な
た
っ
て

　
　
う
わ
い
の
わ
い
』

　
こ
の
歌
は
、
わ
た
し
の
住
ん
で
い

る
地
区
、
あ
ざ
み
平
で
行
わ
れ
て
い

る
「
鳥
追
い
」
の
時
に
歌
い
ま
す
。

今
年
は
、
1
月
1
4
日
に
行
い
ま
し
た
。

1
け
ん
、
1
け
ん
、
こ
の
歌
を
歌
い

な
が
ら
周
り
ま
す
。
周
っ
た
お
家
の

人
か
ら
お
か
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
家
の
地
区
は
子
ど
も
が
少

な
い
の
で
周
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、

み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
そ
の
日
は
雨
だ
っ
た
の
で
、
び
し
ょ

ぬ
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
村

を
全
部
周
り
終
わ
っ
て
セ
ン
タ
ー
へ

「みなさん、元気に帰ってきてく

ださい」と話す高橋貴美子さん

戻
る
と
大
人
の
方
が
あ
ま
酒
を
作
っ

て
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

あ
ま
酒
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
体
も
ぽ

か
ぽ
か
と
温
ま
り
ま
し
た
。

　
次
に
み
ん
な
で
輪
投
げ
や
か
る
た
、

花
ふ
だ
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
も
ら
っ

た
お
か
し
を
食
べ
た
り
、
大
人
の
方

が
用
意
し
て
く
れ
た
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

ん
だ
り
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
遊
び

ま
し
た
。

　
7
時
か
ら
始
ま
っ
た
鳥
追
い
も
気

が
つ
い
た
ら
1
0
時
を
す
ぎ
て
い
ま
し

た
。
お
な
か
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
次
の
日
、
今
度
は
「
ど
ん
ど
焼
き
」

を
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
「
習
字
が

も
っ
と
も
っ
と
う
ま
く
な
り
ま
す
よ

う
に
。
」
と
願
い
を
こ
め
、
習
字
紙
を

も
や
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
す
る

め
や
も
ち
な
ど
を
や
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
松
代
の
冬
は
雪
が
少
な
く
、

ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。
来
年
は
も
っ

と
も
っ
と
た
の
し
い
鳥
追
い
を
し
た

い
で
す
。

　
　
一

　
ダ

　
　
一

　
リ

　
者

　
ぎ

　
稼

岬
の

　
日
・
り

　
5
か

・
月
議

総
2
会

13



O

東
京
松
代
会

「
趣
味
の
会
」

　
　
あ
な
た
も
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か

観
劇
の
会

　
今
年
も
昨
年
と
同
様
、
国
立
劇
場

で
4
回
芝
居
を
見
る
予
定
で
す
。
会

員
で
な
い
方
も
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
新
派

0
3
月
1
9
日
㈲
1
2
時
～

○
演
目
　
滝
の
白
糸
　
水
谷
八
重
子

・
み
ど
こ
ろ
　
新
派
古
典
の
名
作

・
水
芸
も
存
分
に
楽
し
め
ま
す

◆
歌
舞
伎
入
門
教
室

0
6
月
n
日
㈹
2
時
3
0
分
～

○
演
目
　
恋
飛
脚
大
和
往
来
・
封
印
切

　
　
　
　
　
（
パ
ン
フ
・
解
説
付
）

・
み
ど
こ
ろ
　
愛
す
る
梅
川
を
身
請

　
け
す
る
た
め
に
ラ
イ
バ
ル
を
言
い

　
争
い
つ
い
つ
い
公
金
に
手
を
か
け

　
て
し
ま
う
忠
兵
衛
。
歌
舞
伎
の
名

　
場
面
．

　
主
な
出
演
者
　
中
村
扇
雀
ほ
か

○
料
金
　
3
4
0
0
円
　
1
等
席

◆
歌
舞
伎

0
1
0
月
1
5
日
㈲
1
2
時

○
演
目
、
出
演
者
と
も
現
在
未
定

○
料
金
　
5
6
0
0
円
1
等
B
の
予
定

◆
文
楽
入
門
教
室

0
1
2
月
1
0
日
⑲
2
時
～
4
時
2
0
分

○
演
目
　
平
家
女
護
島
－
俊
寛

　
　
　
　
　
（
パ
ン
フ
・
解
説
付
）

　
鬼
界
ヶ
島
に
流
さ
れ
た
俊
寛
は
、

成
経
と
島
の
娘
千
鳥
の
恋
を
成
就
さ

せ
る
た
め
に
島
に
残
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
う
思
い
切
っ
た
筈
な
の
に
荘
然

と
離
れ
ゆ
く
船
を
見
送
る
俊
寛
…
。

　
平
成
7
年
中
村
吉
右
衛
門
が
俊
寛

を
演
じ
て
評
判
に
な
り
、
当
会
で
も

観
賞
し
た
が
、
人
形
劇
も
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
主
な
出
演
者
　
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

　
座

○
料
金
　
3
0
0
0
円
（
小
劇
場
）

○
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
　
世
話

　
人
　
市
川
昭
二

　
（
盈
0
3
1
3
9
9
9
1
3
0
0
1
）

　
ま
た
は
世
話
人
代
理
　
井
上
市
郎

　
（
盈
0
4
7
3
1
6
1
1
5
7
5
5
）

釣
り
ク
ラ
ブ

　
今
年
は
お
子
様
で
も
女
性
で
も
楽

し
め
る
釣
り
を
企
画
し
ま
し
た
。
釣

り
会
員
で
は
な
く
と
も
、
友
人
等
お

誘
い
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
キ
ス
釣
り
大
会

　
波
静
か
な
相
模
湾
で
、
海
の
女
王

様
と
い
わ
れ
る
キ
ス
を
釣
っ
て
く
だ

さ
い
。
釣
っ
て
良
し
、
見
て
良
し
、

食
べ
て
よ
し
。
昨
年
は
女
性
が
上
位

を
占
め
た
と
か
。
今
年
は
あ
な
た
で

す
よ
。

　
　
　
　
　
ラ

0
4
月
9
日
月

　
　
　
　
　
（

○
幹
事
　
柳
　
浩
、
佐
藤
嘉
夫

◆
ハ
ゼ
釣
り
大
会

　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
横
目

に
出
航
す
る
や
、
屋
形
船
で
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
飲
ん
で
、
食
べ
て
、
唄
っ

て
、
釣
っ
て
。
船
内
で
揚
げ
た
て
の

天
ぷ
ら
、
こ
の
味
が
格
別
。

0
9
月
1
7
日
㈲

○
幹
事
　
片
山
徳
重
、
宮
沢
長
三
辱

◆
サ
ヨ
リ
・
ア
ジ
釣
り
大
会

　
日
本
海
の
雄
大
な
太
陽
が
地
平
線

に
沈
む
と
こ
ろ
。
昨
年
は
松
代
町
の

釣
名
人
と
合
同
大
会
だ
っ
た
が
、
東

京
勢
は
ベ
タ
負
け
。

　
今
年
は
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。

夜
は
柏
崎
名
物
鯉
料
理
と
カ
ラ
オ
ケ

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

O
m
月
8
日
㈲
～
9
日
㈱

○
幹
事
　
若
月
晃
、
笠
原
清

・
貸
し
竿
O
K
で
す
。

○
会
長
　
関
谷
孝

　
（
暦
0
4
8
9
1
4
3
1
7
3
7
6
）

ゴ
ル
フ
の
会

◆
4
月
7
日
㈹
大
宮
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

・
梅
の
名
所
、
満
開
も
よ
し
、
散
り

　
か
け
も
よ
し
。
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
魅

　
了
す
る
コ
ー
ス
。

◆
6
月
　
こ
だ
ま
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
1
0
月
　
上
越
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

　
ラ
ブ
十
日
町
コ
ー
ス

○
幹
事
鈴
木
彦
平

　
（
盈
0
4
9
2
1
4
3
1
0
9
8
1
）

カ
ラ
オ
ケ
道
場

◆
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

㎜
㎜
　
　
　
　
　
　
会
一

㎜
　
　
：
　
　
　
員
チ

㎜
。
∴
．
．
〔
　
　
行
ト

…
　
。
　
　
　
　
　
実
ク

㎜
9
ρ
　
琳
　
業
エ

…
川
・
9
ケ
｝
　
事
砂

　
　
　
　
σ

0
1
1
月
●
日
㈲
開
催
予
定

○
会
場
　
関
谷
　
孝
邸

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
と
し
て
は
、

第
5
回
の
今
年
が
最
後
で
す
の
で
来

年
度
か
ら
趣
向
も
新
た
に
再
登
場
。

○
世
話
人
　
片
山
徳
重

　
（
暦
0
4
5
1
5
0
1
1
5
9
8
4
）

八
イ
キ
ン
グ
の
会

◆
春

0
4
月
2
日
㈲
　
臨
海
副
都
心
お
台

　
場
史
跡
公
園
で
お
花
見

　
ー
海
浜
公
園
　
船
の
科
学
館
－

　
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
秋

○
事
業
委
員
会
と
の
合
同
企
画
で
バ

　
ス
旅
行
実
施
予
定
。

○
問
い
合
わ
せ
　
春
、
秋
共
に
幹
事

　
鈴
木
茂
雄
ま
で

　
（
盈
0
4
2
1
3
2
3
－
3
2
1
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
閣
軒
　
館
…

　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ひ

東京　　　・。10一’．
　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　ヶρ　　　　　．

だより　　σ｝　・：
　　　　　　　　筋　　　琳　＿
〈会のうごき〉

2／19事業委員会
3月中旬　10周年記念事業実行員

　　　　　に5つのプロジェクトチ

　　　　ムを設置
4／11　第2回企画委員会

　　　①10周年記念事業の検討

　　　②事業委員会報告

　　　③会費納入状況の把握

　　　④冬の陣参加収支報告

〈つどい〉

2／20　津南郷友会　於中野日本

3／12　東京浦川原会〃上野精養
3／26　東京安塚会　〃　　〃

4／9　千年会　　　〃上野蓬莱

劃
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1
賀
、
ー
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー

し
ぶ
み
句
会

豆
撒
き
や
保
育
園
児
の
に
ぎ
に
ぎ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

爺
々
婆
々
と
な
り
て
豆
撒
く
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

重
き
笠
払
い
つ
つ
掘
る
屋
根
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

豆
撒
く
も
拾
ふ
も
句
友
大
広
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

昼
時
計
音
広
げ
行
く
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

初
句
会
句
宿
な
れ
ど
も
風
邪
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

日
に
三
度
除
雪
車
の
来
る
日
と
な
れ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

入
賞
の
菊
の
冬
至
芽
乞
は
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

縁
側
の
盆
梅
か
す
か
紅
を
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

大
股
に
足
跡
た
ど
る
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

校
庭
に
雪
の
小
山
の
滑
り
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

蒲
生
句
会

バ
リ
バ
リ
と
猫
が
爪
研
ぐ
囲
炉
裏
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

星
の
夜
の
一
瞬
に
し
て
猛
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

暖
い
蒲
団
で
余
生
噛
み
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

時
刻
む
明
治
の
振
り
子
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

風
邪
に
臥
し
素
直
に
な
り
て
粥
畷
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥

親
鷺
の
片
葉
の
葦
の
角
め
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴

切
干
し
の
大
根
売
ら
る
雪
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

水弔ヨ日

縄
絢
っ
て
水
戸
黄
門
の
テ
レ
ビ
見
る

雪
女
巽
く
や
子
不
知
親
不
知

短

歌

鐵音琶

堂峰

大
寒
の
天
空
高
く
除
雪
機
は
弧
を
描

き
つ
つ
雪
吹
き
す
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

紅
梅
の
花
ゆ
た
か
な
る
幹
も
と
に

日
差
し
も
の
び
て
鉢
の
草
も
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
貞
一
二

罪
の
意
識
薄
れ
た
る
世
の
嘆
か
は
し

く
一
杯
の
緑
茶
に
心
静
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
コ
メ

一
面
に
草
の
布
団
に
包
ま
れ
て

春
ま
だ
遠
き
立
春
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

立
春
の
雪
は
朝
よ
り
降
り
積
め
ど

夕
べ
静
か
に
舞
ひ
遊
ぶ
見
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭

　
平
成
n
年
の
秋
の
山
は
紅
葉
に
染

ま
り
、
錦
繍
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た

り
の
美
し
さ
で
し
た
が
、
こ
ん
な
山

の
中
を
晩
生
の
キ
ノ
コ
で
あ
る
ユ
キ

フ
リ
ボ
ウ
ズ
（
ク
リ
タ
ケ
）
や
ワ
カ

エ
（
ヒ
ラ
タ
ケ
）
な
ど
を
求
め
て
歩

い
て
い
た
ら
、
オ
ト
コ
ツ
バ
キ
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
ヒ
メ
ア
オ
キ
の
枝
に

こ
ん
な
も
の
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る

の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭
で
、
土

地
の
古
老
は
ウ
ス
ッ
タ
ビ
ガ
と
呼
ん

で
い
た
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
山
繭
の
一
種
の
ウ
ス
タ
ビ
ガ

の
繭
は
多
く
は
見
ら
れ
な
く
と
も
、

そ
ん
な
に
珍
し
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
山
歩
き
を
し
て
い
れ
ば
、
地

上
に
落
ち
た
も
の
や
高
い
木
の
枝
に

ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
も

の
で
す
。
美
し
い
朝
緑
色
の
袋
の
よ

う
な
形
は
、
な
に
か
メ
ル
ヘ
ン
の
世

界
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
成
虫

に
な
っ
た
ウ
ス
タ
ビ
ガ
は
、
よ
く
秋

の
台
風
後
に
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て

地
上
で
死
ん
で
い
る
も
の
が
あ
っ
た

り
、
灯
火
を
慕
っ
て
ガ
ラ
ス
戸
の
外

で
パ
タ
つ
い
た
り
し
て
い
る
薄
い
緑

色
し
た
大
型
の
ガ
で
す
。

　
幼
虫
は
ど
ん
な
虫
な
の
か
ま
だ
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
山
繭
の
仲

間
に
は
、
よ
く
ク
リ
の
木
の
葉
を
食

害
し
た
白
い
毛
に
覆
わ
れ
、
そ
れ
の

腹
か
ら
テ
ン
グ
ス
糸
を
採
っ
た
シ
ナ

ン
タ
ロ
ウ
と
い
う
方
言
名
で
呼
ば
れ

た
ク
ス
サ
ン
の
網
目
の
粗
い
繭
や
黄
、

色
み
を
帯
び
た
蚕
の
繭
そ
っ
く
り
の

ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
繭
に
シ
バ
ム
シ
の
巣

と
い
わ
れ
る
堅
い
殻
に
な
っ
た
イ
ラ

ガ
の
繭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
昔
か
ら
み
る
と
数
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
環
境
の
変
化
の
せ

い
か
ど
う
か
、
鳥
や
虫
の
数
も
減
っ

て
い
て
、
こ
の
地
球
号
の
行
く
手
に

一
抹
の
不
安
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、

ま
だ
こ
う
し
て
身
近
に
山
繭
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
地
球
号
に

安
心
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
た
、
と
み
ら

れ
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
普
段
は
高
い
所
に
し
か
見
ら
れ
な

い
の
が
、
ほ
ん
の
3
0
紬
．
ぐ
ら
い
の
高

さ
の
ヒ
メ
ア
オ
キ
に
つ
い
て
い
た
の

は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
宿
主

と
な
っ
た
ヒ
メ
ア
オ
キ
は
、
庭
に
植

栽
さ
れ
る
ア
オ
キ
の
仲
間
で
す
が
、

日
本
海
側
の
多
雪
地
方
の
特
産
で
、

1
年
を
通
じ
て
新
鮮
な
緑
色
の
茎
と

葉
を
し
て
お
り
、
時
折
真
っ
赤
な
実

を
つ
け
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
あ
り
、

ハ
ッ
と
す
る
ほ
ど
の
鮮
明
さ
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
木
の
変
わ
っ
た
点
は
、
春
細

か
い
地
味
な
花
が
咲
い
て
、
緑
色
の

い
び
つ
な
形
の
実
を
結
び
ま
す
が
、

真
っ
赤
に
熟
す
の
は
、
翌
年
に
な
っ

て
か
ら
で
、
花
と
実
と
同
居
す
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
こ
れ
に
似
た
葉
の
楕
円
形
の
も
の

に
ユ
ズ
リ
ハ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

も
日
本
海
側
多
雪
地
方
独
特
の
エ
ゾ

ユ
ズ
リ
ハ
で
温
暖
地
方
の
ユ
ズ
リ
ハ

の
よ
う
に
大
き
く
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ユ
ズ
リ
ハ
と
い
う
名
は
、
若
い
葉

が
育
つ
ま
で
古
い
葉
が
残
っ
て
お
り
、

そ
の
成
長
を
見
届
け
て
代
を
譲
っ
て

て
散
る
と
い
う
譲
り
葉
で
、
め
で
た

い
木
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
写
真
と
文
　
高
橋
八
十
八
）ヒメアオキ
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潟町

瓢虞の樋脳

　今回配布の八ガキを使，て
「応援してます！

小学校のみなさんあなたの声をお聞かせくだきい

　あなたが日ごろ考えている「まちづく

り」についてのご意見やご提案をお寄せ

ください。いっしょにまちづくりについ

て考えてみませんか。

　回答は、広報等に掲載して随時お答え

していきます。なお￥ハガキには、必ず

ご氏名等をご記入ください。

　皆さんからの声をお持ちしています。

問い合わせ　松代町総務課（電話7－2220）

　ご利用いただいたハガキは平成13年3

月31日までに切手を貼らずに投函してく

ださい。

（表）（裏）

ヨ　ロはカヨき

回囚回回團回回

新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町

　
　
大
字
松
代
三
、
二
五
二
番
地
一

　
松
代
町
役
場

松
　
代
　
町
　
長
　
行

∞㎜
圏
　
輪
器

　
　
　
　
　
〔

松
代
町

（氏名箸ご記入下さい）

あなたからのまちづくりの声をお待ちしています。
　　　　（詳しくは広報3月号16ぺ一ジをご覧下さい。）

　　　　　　　．たて書き・横書きを問いません

　　　，　甲　　　匿　　　冒　　　一　　　一　　一　　辱　　甲　　一　　一　　一　曽　－　一　一　一
曹甲甲甲一

　　一　　一　　一　ロ　ー　一　甲　一
一口－一一

パガキの見本

　春は、転勤、就職、進学な

ど引越しの季節。

　忙しさに追われて忘れがち

なのが、転出・転入・転居に

伴なう異動届出です。

　忘れずに届けを出してくだ

さい。

住
民
異
動
届

　
引
っ
越
し
な
ど
住
所
が
変
わ
っ
た

ら
、
忘
れ
ず
に
住
民
課
窓
口
ま
で
届

け
出
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
出
に
は
、
届
出
人
を
確

認
で
き
る
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

町
外
に
転
出
す
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
転
出
届
）

　
転
出
予
定
日
の
2
週
間
く
ら
い
前

か
ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
加
，

入
者
の
み
）

・
印
鑑
登
録
証
（
登
録
者
の
み
）

・
届
け
出
人
の
認
め
印

町
内
に
転
入
し
て
き
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
転
入
届
）

　
転
入
し
た
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
に
必
要
な
も
の
。

・
前
市
町
村
役
場
か
ら
の
転
出
証
明

　
証・

転
入
先
の
国
民
健
康
保
険
の
国
民

　
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
加
入

　
す
る
方
で
、
同
居
世
帯
に
既
に
加

　
入
者
が
い
る
と
き
）

・
国
民
健
康
手
帳
（
加
入
者
の
み
）

・
届
け
出
人
の
認
め
印

町
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
転
居
届
）

　
転
居
し
た
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
加

　
入
者
の
み
）

親
元
を
離
れ
る
学
生
の
住
所

　
修
学
の
た
め
親
元
を
離
れ
る
学
生

は
、
実
際
住
む
と
こ
ろ
が
住
所
と
な

り
ま
す
。
転
出
届
の
手
続
き
を
し
、

新
し
く
住
む
と
こ
ろ
の
市
町
村
役
場

へ
1
4
日
以
内
に
転
入
届
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
詳
し
い
こ
と
は
住
民
課
戸
籍
係
へ

ど
う
ぞ
。
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指
紋
押
な
つ
制
度
の
廃
止

　
現
在
、
指
紋
押
な
つ
義
務
の
あ
る

非
永
住
者
（
1
年
以
上
の
在
留
期
間

を
与
え
ら
れ
た
人
、
ま
た
は
1
年
以

上
す
る
こ
と
と
な
る
人
）
に
つ
い
て

も
、
永
住
者
お
よ
び
特
別
永
住
者
と

伺
様
に
、
諮
問
捺
い
ん
に
代
わ
り
署

名
と
家
族
事
項
を
登
録
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
代
理
申
請
範
囲
の
拡
大

　
居
住
地
、
在
留
の
資
格
、
在
留
期

間
等
の
変
更
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、

同
居
す
る
親
族
が
代
わ
り
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
永
住
者
お
よ
び
特
別
永
住
者

　
永
住
者
お
よ
び
特
別
永
住
者
に
つ

い
て
は
、
登
録
事
項
の
う
ち
「
職
業
」

お
よ
び
「
勤
務
所
ま
た
は
事
務
所
の

名
称
お
よ
び
所
在
地
」
が
削
除
さ
れ
、

登
録
証
明
書
の
切
替
期
間
が
現
行
の

5
年
か
ら
7
年
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
戸
籍
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
O

　行政体制整備に

関するアンケート

を実施じています

　3月27目（月1まで

に嘱託員さんに提

出してください。

〈間い合わせ〉

　総務課

　
今
ま
で
の
所
得
税
の
額
の
区
分
を

表
の
と
お
り
に
見
直
し
、
全
体
と
し

て
今
ま
で
よ
り
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
2
人
以
上
の
同
時
入
園
世
帯
、

在
宅
で
障
害
を
持
つ
人
が
い
る
場
合

や
母
子
（
父
子
）
家
庭
等
に
対
し
て

は
減
額
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
犬
伏

保
育
園
は
昼
食
の
対
応
が
他
と
異
な

り
、
保
育
料
（
使
用
料
）
の
階
層
区

分
が
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
保
育

園
ま
た
は
、
児
童
福
祉
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保育料月額表（案）松代・室野保育園平成12年度

申
込
期
間
　
4
月
1
3
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
～
5
月
1
2
日
㈹

試
験
日
　
6
月
1
1
日
㈹

　
試
験
会
場
お
よ
び
検
定
料
等
詳
し

い
こ
と
は
商
工
会
ま
で

　
　
　
　
　
（
奮
7
－
2
0
0
6
）

や
♂r

階層

区分
階　　層　　定　　義 3　才

未満児 3才兇
3　才
以上児

鋼
生活保護法による被保護世帯

（単給世帯を含む） 0 0 0

第2
第1階層及び第
4～第7階層を
除き前年度分の
市町村民税の額
の区分が次の区
分に該当する世
帯

市長村民税非課

税世帯
6，000 4，000 4，000

第3
市長村民税課税

世帯
I　I，000 9，000 9，000

第4

第1階層を除き、

前年分の所得税

課税世帯であっ

て、その所得税

の区分に該当す

る世帯

40，000円未満 21，000 18，000 18，000

第5
40，000円以上

140，000円未満
30，000 27，000 25，000

第6
140，000円以上

370，000円未満
32，000 29，000 27，000

第7 370，000円以上 34，000 30，000 28，000

4月1日から

6歳未満の幼児にチャイルドシート

　　　　　　着用が義務づけられます

規制の対象　運転手が6歳未満の幼児を乗せて運転する場合

罰　則　等　罰則、反則金はありません。1点の違反点数となります。

　チャイルドシートの選択には次の点を参考にしてください。

①子どもの体格に合うものを選ぶ。

②実際に車のシートに装着してみてぐらついたり、すべったケ）しない

　かを確かめて選ぶ。

③運輸省の方式認定ラベルとJ　I　Sマークがあることを確認する。

〈3月の交通安全キャンペーン〉　　　　鐸r“

締めていますか　シートベルト

必要です。　　　　　　　　　　　　　　　麟』．　婁灘・

　　禦繭鰍嶺嶺子∫トー一鶯一一・鑑

生

今年に入って

火災がすでに4件

★火の元には

　　注意してくださ
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・綾麟羅螺叢翻概妻懸灘巽一蚕共誌塞導羅蟹麗轟睡始黛薗塑華…

　　　振璽灘区鍛麟輪藩舜覇橘輪繋醸竃瞳麟．鐙襲

　　　罎の巻が通供麗開媚

　平成10年8月から県の代行工事としてすすめてきた

松代浄化センターと太平地区の公共下水道本管がつな

がり、この春から一部供用を開始します。

　今回は、一部供用開始を控え、建設課が太平地区で

行った住民への説明会の内容をもとに町の公共下水道

事業概要についてお知らせします。

　なお、下水道浄化センター等詳細については、今後

の広報でお知らせすることにしています。

利用するにあたって

・
，
凱

、1

■下水道の対象

　水道水や井戸水等自家用水で処理したもの（台所、

　風呂場、洗面所及びトイレ）とし、池の水や屋根排

　水等の雨水は対象としません。

■利用するうえで注意すること

　　浄化センターでの処理が困難なものは流さないよ

　う心がけることが大切です。特に「使用済みのてん

　ぷら油」などは、処理が困難なうえ、排水管がつま

　る原因になります。

家庭の排水設備工事について

■公共桝からの工事

　公共桝から台所やトイレまでの工事は各家庭で行

　うことになります。工事は町が指定する排水設備工

　事店以外が勝手に工事を行うことはできません。指

　定店については建設課水道室までお問い合せくださ

　い。

■各家庭の設備について

　髪の毛や糸クズなどが流れないように目幅8ミ，以

　下のストレーナーを取り付けてもらいます。

■工事後故障した場合について

　家庭で行った工事は町で検査を行います。検査で

　問題のなかった場合でも、1年以内に生じた故障等

は、工事をした店が修繕をすることが義務付けられ

ています。

受益者分担金について

■受益者分担金

　　下水道は、国県の補助金と町の起債、そして下水

　道利用地域の人の分担金で整備されています。この

　分担金のことを、受益者分担金と呼んでいます。

■金額

　金額は、一般住宅は260，000円です。また、事業所

　や事務所等の施設は施設の区分や面積によって異な

　りますので、水道室にお問い合せください。

■納付方法について

　家庭で使用を開始する際に支払ってもらいます。

　原則として一括納付としています。

下水道の使用料について

■一般住宅

　基本料金　月額2，000円の使用料金に1人当たり500

　円を加算した額を払ってもらいます。（例：5人家族

　の場合2，000円の基本料金に5人分の使用料2，500円

　を加算した4，500円を支払ってもらいます。）

■事業所

　基本料金　水の使用量が10立方㍍までは月額2，000

　円とします。10立方㍍を越えた場合、1立方㍍につ

　き150円を加算した額を払ってもらいます。（例：30

　立方㍍使用の事業所の場合2，000円の基本料金に超過

　使用量の20立方㍍分3，000円を加算した5，000円を支

　払ってもらいます。）

■その他

　下水道排水設備工事に対する資金利子補助金制度

　があります。詳しいことは、次号で紹介します。
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ぶ
る
妻
蓬
慧

の
擁
簸

　
　
　
ー
　
　
　
　
　
・
灘
欝
．
織
鐵
p

、
嚢
難
鱗
．
灘

在りし日の若井三青さん

ふ
る
里
は
、
海
に
は
遠
く
三
尺
の

　
雪
の
起
伏
に
山
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
青

　
ふ
る
里
の
歌
人
で
あ
る
若
井
三
青

さ
ん
は
、
昭
和
4
年
に
蓬
平
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
歌
人
の
鹿
児
島
寿
蔵
に

師
事
。
そ
の
後
、
「
潮
汐
」
に
入
会
し
、

編
集
者
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
4
5
年

　
　
や
ま
ぼ
う
し

に
「
四
照
花
会
」
の
結
成
に
参
加
。
昭

和
6
0
年
に
創
刊
し
た
「
青
花
」
は
、

亡
く
な
る
年
の
月
ま
で
発
刊
し
て
い

ま
し
た
。
平
成
6
年
2
月
逝
去
、
享

年
6
6
歳
で
し
た
．

　
主
な
作
品
に
、
歌
集
「
青
花
」
、
写

真
集
「
定
本
鹿
児
島
寿
蔵
紙
塑
人
形
」

が
あ
り
ま
す
。

　
掲
載
の
写
真
は
、
「
現
代
の
肖
像

正
・
続
」
（
東
京
四
季
出
版
）
の
も
の

で
す
。
な
お
、
同
著
に
は
、
俵
万
智

や
日
報
選
者
の
宮
英
子
、
馬
場
あ
き

子
の
ほ
か
、
浦
川
原
村
出
身
大
滝
貞

一
も
載
っ
て
い
ま
す
。

「開運なんでも鑑定団」に

松苧太鼓がオープニング

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
医
療
活
動

に
貢
献
し
て
き
た
人
を
表
彰
す
る
「
第

28
回
県
医
療
功
労
賞
」
（
読
売
新
聞
社

主
催
、
厚
生
省
ほ
か
後
援
）
の
受
賞

者
に
大
正
医
院
の
関
谷
力
先
生
（
7
4

歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
50
年
近
く

に
わ
た
っ
て
山
間
地
医
療
に
取
り
組

ん
だ
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

同
医
院
の
関
谷
甲
子
夫
院
長
先
生
（
7
5

歳
）
も
平
成
4
年
に
受
賞
。
「
何
よ
り

も
兄
と
と
も
に
生
ま
れ
故
郷
で
ず
っ

と
仕
事
が
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
「
冬
に
か
ん
じ

　
　
　
　
　
　
　
、

　テレビ東京制作、新潟総合テレ

ビで放映の人気番組「開運なんで

も鑑定団」の公開収録「イン越後

妻有」が十日町雪まつり最終日20

日、市民会館ホールで行われまし

た。同番組で「全国に地域をP　R

しよう」と、各市町村商工会青年

部や十日町青年会議所などの招致

委員会の働きかけで実現したもの

です。番組収録には当町の松苧太

鼓の皆さんがオープニングを飾り

当日は600人程が会場を埋めつ
くしました。

　なお、同番組の放送は関東地区

が3月21日、県内では4月8日午
後5時からの放映の予定です。

き
を
履
い
て
往
診
し
た
」
こ
と
も
何

回
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
町
の

学
校
医
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
保
育

園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
診
察
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
成
人
式
が
楽
し
み
で
す
。
み
ん
な

自
分
の
子
ど
も
み
た
い
で
ね
」
と
話

す
関
谷
先
生
。

　
地
域
の
人
達
は
「
い
つ
ま
で
も
現

役
で
わ
た
し
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
鰯
㈱
総

，
灘
、
・
灘
灘

　
　
　
　
　
鐵
雛

松
代
町
の
年
男
・
年
女
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋪
人
で
す

　
松
代
町
の
辰
年
の
年
男
・
年
女
が

何
人
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
は
、
年
男
餅
人
・
年
女

慨
人
で
、
あ
わ
せ
て
詔
人
で
し
た
。

こ
れ
を
町
の
人
口
と
比
較
し
て
み
る

と
、
男
性
7
・
6
％
、
女
性
6
・
8
％
、

全
体
で
7
・
2
％
と
な
り
ま
す
。
生

年
別
で
は
、
昭
和
3
年
生
ま
れ
が
一

番
多
い
9
4
人
で
し
た
。

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銅

次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

人の別年生

生年　　　　　　　性別 男 女 計

明治37年生まれ 0 1 匿

大正5年生まれ 13 I　l 24

昭和3年生まれ 45 49 94

昭和15年生まれ 24 29 53

昭和27年生まれ 34 26 60

昭和39年生まれ 18 8 26

昭和51年生まれ 16 15 31

昭和63年生まれ 17 12 29

計 167 151 318
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く
岱

き
．つお

　　だいち
柳　大地くん

　4歳千年・にしおけや

　かのこ鈴木佳乃子、

　4歳松代・しんまち

　　そうた
石田壮汰くん

　4歳苧島・沖の原

o
¢
．
、

定期投影テーマ

「神様の名前を与えられた惑星」

　今月は太陽をまわる惑星の中

から神様の名前を与えられた星

について紹介します。

ミュージックプラネ

　3月19日（日）午後7：30～「オカ

リナ生演奏」料金いずれも一般

200円、中学生以下100円

⇔リージョンプラザ上越

　　　　　（智0255－44－2122）

休館日　21日’（幻、22日㈹

＜上越科学館＞

●科学実験Q＆A　クイズをま

じえた楽しい実験19、20、25～

4／5まで①11：30～②13：30～

③15：30～

●映画会

「のどかな森のリトルジョイ」

19、20、25～31①10：40～②14：

30～

●ひよこの誕生　25～4／5

ひよこが生まれる様子をご覧く

ださい①11：00～②13：00～③

15：00～、小中200円、大人400円

問い合わせ　新津市金津186
（盈0250－24－6465　月曜イ木館但

し20日開館、21日休館）

⇔県立自然科学館

　　　　　（暦025－283－3331）

休館日　毎週月曜

新展示室

「楽しい実験室」オープン

春の特別展　磁覆のカ

3月捻日㈹～4月9臼㈱

　
ン

　
ギ

ム
ン

ウ
ペ

　
「

リ
タ
メ

ネ
ニ

ラ
ア

プ

　アニメ1ペンギン　ペンちゃ

んと星空動物園」

　小中310円、大人510円（プラ

ネタリウムは小中100円、大人200

円増し）

⇔ドーム中里きらら

　　　　　　　（Uモール内）

8744　6
　
日

ユ57

祭

02

祝
盈
・

　
日

ロ
ロ
　
　
　

平
土

⇔国営越後丘陵公園

日時　4月15日（土）～

　　　9：30～17：00

内容　イングリッシュガーデン

　　　横にチューリップの丘
　　　3，000m230種154，000株

入園料　大人400円、子ども80円

駐車料　310円

問い合わせ

　長岡市東方町中山1921－2

（管理センター盈0258－47－8001）

⇔新潟県立植物園

内容

　六日町在住の画家、外山康雄

さんの野山に咲く花の水彩画60

点を展示します。

期間　4月2日（日）まで

　　　9：30～16：00

会場　植物園内第3温室　
料

場
館

会
入

　　　盈0257－63－2414

毎週日曜日午前11時～

　大人600円、小中学生300円（団

体割引及び小中学生の校外学習

特別割引あり）

一震災地・神戸から払代町の皆様へ

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
に
発
生
し
た

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
。
都
市
機
能
を
破
壊
し
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
町
で
は
、
被
災
者
の
み
な
さ
ん
に
手

を
差
し
伸
べ
る
と
と
も
に
、
復
興
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
あ
の
震
災
か
ら
丸
五
年
、
神
戸
市
長
か
ら
の

手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
前
略
　
大
震
災
か
ら
ま
る
五
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
間
、
皆
様
方
か
ら
多
方
面
に
わ
た
り

多
大
な
ご
支
援
を
頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
、
神
戸
の
ま
ち
は
着
実
に

復
興
へ
の
歩
み
を
進
め
て
お
り
、
去
る
十
二
月
に
は

市
内
の
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
す
べ
て
の

被
災
市
民
の
方
々
に
、
恒
久
住
宅
へ
移
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
景
気
の
低
迷
の
影
響
も
受
け
、
経
済
復
興
は
未
だ

八
割
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
被
災
地
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
二
十
一
世
紀
を
ま
さ

に
目
前
に
控
え
、
市
民
生
活
の
安
定
と
神
戸
の
ま
ち

の
さ
ら
な
る
復
興
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
大
震
災
で
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と
復
興
し
た
神
戸
の
姿
を
ご

覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
初
春
か
ら
夏
に

か
け
て
市
内
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
神

戸
　
二
十
一
世
紀
・
復
興
記
念
事
業
」
の
開
催
も
予

定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

ご
厚
情
に
対
す
る
重
ね
て
の
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々

　
　
平
成
十
二
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
市
長
　
笹
山
　
幸
俊
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穰驚難藩i鰹罐難轄鞍開諜1

　県立松代病院では、4月から

眼科外来を開設します。今まで

の診療科とあわせて下表とおり

受付けていますのでご利用くだ

さい。

　また、内科の救急患者のため

に当直医がおりますので、ご利

用ください。

問い合わせ

　県立松代病院（奮7－2100）

　　　曜日
診療科

月 火 水 木 金 備考

内
　
　
科

午前

8：35～
○ O ○ O O 火曜と木

曜の午後

はありま

せん
午後

14：00～
○ ○ ○

整
形
外
科

午前

0
9

：～ 月曜午後

　と
木曜午前午後 O

l
4

：～

眼
科

午後 O
l
3

：30

毎週水曜

午後

泌
尿
器
科

午後

1週問
おき

（隔週）

O
I
4

：～

隔週木曜
の午後

驚劉蟷藏消藁税聯

　　　4網郷圏欝鑛廃鎧

　飲食店や旅館などの利用料金

が免税点（飲食等7，500円、宿泊

15，000円）を超える場合に課さ

れる県税が廃止となります。

問い合わせ

　新潟県上越財務事務所

　　　　　（奮0255－26－9307）

　新潟県庁税務課

　　　　　（盈025－280－5048）

魏騨轡・，幟一灘
　　　　就職灘鎌鵜跨麓離

　上越地域22市町村と企業で設

立している財団では、都内で標

記ガイダンスを開催しますので

ご利用ください。

21

日時　4月14日㈹・15日（土）

　　　13：00～16：30

会場　新潟館ネスパス（原宿）

対象　大学等卒業見込みの方や

　　上越地域で働きたい方
問い合わせ

　㈲新潟県雇用環境整備財団

　　　　　（暦0255－26－3310）

　溝謙罵麟灘の溢鞍
鐡讐縷鞭濃灘

日時　3月20日㈱

　　　13：30～15：40

会場　新井市ふれあい会館

内容　ポール・牧さんの講演「生

　　　きるための言葉」と新井

　　　高校社会科クラブのボラ

　　　ンティア発表（入場無料）

問い合わせ

　新井市社会福祉協議会

　　　　　（盈0255－72－7660）

　　　羅戴建窮櫻

　　嬢毅驚議ター募集

　県では「県民起点」を基本理

念に県民参加型の開かれた県政

の推進と多様化する県民二一ズ

の把握のため、広く県政モニター

を募集します。

仕事　年6回程度、県政の施策

　　　の中から特定のテーマを

　　　示し意見をレポート形式

　　　で回答してもらいます。

応募資格

　県内在住の20歳以上の方で新

潟県の発展に熱意をお持ちの方

（公務員、公職選挙法による公職

にある方や他に県委嘱モニター

をしている方は除きます）

任期

　12年5月～13年3月末日迄
募集期間

　3月31日㈲当日消印有効

申込用紙

　役場総務課にあります。

問い合わせ

　県広報公聴課公聴係

　　　　　（岱025－280－5015）

謝喫麟園参鞭撞禦の叢競曝雛

響麟臓獲灘灘謙麗灘

番組内容

　妻と夫のそれぞれの育児休業

取得体験をドラマ仕立てにした

楽しい番組です

放映日

　3月31日㈹TeNYテレビ新潟
放送網　深夜O：50～1：20

問い合わせ　新潟県女性政策課

　　　　　（暦025－280－5142）

　竃衛隊韓部候構盤の

　　　　募　　葉

　防衛庁では次のとおり自衛官

を募集します。

○一般・技術

対象　22歳以上26歳未満の大学

　　　卒業程度の学力を有する

　　　人（修士課程終了または

　　　見込みの人は28歳未満）

受付期間

　4月10日（月）～5月12日（金）

1次試験　5月27日（土）

その他

　医科・歯科および薬剤につい

ても募集していますので詳しく

は問い合わせください。

問い合わせ

　自衛隊高田募集事務所

　　　　　（奮0255－23－5519）

辮繍翅鶴撲欝齢讃総響

鵜談のお難鑛悲

日程

※土曜、日曜及び祝祭日は休み。

　相談には、電話、面接、手紙

　のいずれも受け付けています。

　相談は無料で、内容の秘密は

　厳守しますので、お気軽にご

　相談ください。

問い合わせ

　〒950－0994新潟市上所2－2－2

　新潟ユニゾンプラザ3階新潟

　県高齢者総合相談センター

　　　　　　豊025－285－4165

相談の種類 相談日 相談時間 相談員

よろず相談
毎週月曜日～金曜目
　　　　9二〇〇～17：00

センター相談員

専門相談（あらかじめ予約が必要です）

法　　　律 毎週月曜目 i3：30～16：00 弁護士

医　　　療 第1水曜日 13：30～15：30 医師（内科）

痴　　　呆 第3水曜日 13：30～15：30 医師（精神科）

公的年金・

公的保護
第1火曜目 13：30～15：30 社会保険労務士

税　　　金 第2金曜日 10：00～12：00 税理士

健康・介護 第2木曜日 10：00～16：00 保健婦



今回雪ほりボランティアの中心となった早稲

田大学ボランティアセンターのみなさん

「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る

と
雪
国
だ
っ
た
。
」

　
有
名
な
川
端
康
成
の
「
雪
国
」
と

い
う
小
説
の
冒
頭
の
一
説
。

「
国
境
」
と
言
う
も
の
の
外
国
の
話

で
は
な
く
、
か
つ
て
の
上
野
国
（
こ

う
ず
け
の
く
に
・
群
馬
県
）
と
越
後

の
国
（
え
ち
ご
の
く
に
・
新
潟
県
）

と
の
境
の
こ
と
、
今
で
言
え
ば
県
境

福
田
　
昇
平
さ
ん

早
稲
田
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
W
S
V
C
）

の
こ
と
。
「
雪
国
」
の
主
人
公
「
島
村
」

が
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
雪
国
を
入
っ
た

よ
う
に
、
我
々
も
ま
た
長
い
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
雪
国
に
入
っ
た
。

　
時
代
は
変
わ
れ
ど
未
だ
に
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
り
、
そ
こ

は
雪
の
「
国
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に

我
々
の
住
む
世
界
と
は
ま
る
で
違
う

国
、
あ
る
い
は
違
う
世
界
で
あ
る
よ

う
な
景
観
に
包
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

瞬
間
的
と
も
い
え
る
景
観
の
変
化
に

我
々
は
皆
驚
い
た
。

　
我
々
の
抱
く
雪
の
イ
メ
ー
ジ
は
概

ね
「
幻
想
的
」
で
あ
る
と
か
、
「
美
し

　
は
か
な

く
修
い
」
で
あ
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
幻

想
的
」
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
。

た
ま
に
東
京
で
降
る
雪
の
イ
メ
ー
ジ

だ
ろ
う
。
手
に
取
れ
ば
す
ぐ
に
溶
け

て
し
ま
い
、
積
も
る
こ
と
も
な
く
次

の
日
に
は
き
れ
い
に
消
え
て
い
る
よ

う
な
雪
の
イ
メ
ー
ジ
。
今
年
の
雪
ほ

り
ツ
ア
ー
は
「
雪
が
少
な
い
」
と
は

言
う
も
の
の
我
々
の
も
つ
そ
の
よ
う

な
「
修
い
」
イ
メ
ー
ジ
は
通
用
し
な

か
っ
た
。

　
周
知
の
こ
と
か
と
も
思
う
が
、
今

年
の
松
代
は
雪
が
少
な
く
、
我
々
松

代
町
雪
ほ
り
ツ
ア
ー
一
行
は
屋
根
に

登
る
こ
と
な
く
、
自
然
に
落
ち
て
き

た
雪
を
除
け
る
「
雪
か
き
」
を
行
っ

た
。
な
る
ほ
ど
、
い
か
に
積
み
重
な
っ

た
雪
が
重
い
こ
と
か
。
　
一
般
的
な
作

業
を
「
労
働
」
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ

は
ま
さ
に
「
重
労
働
」
と
い
う
に
ふ

さ
わ
し
い
。
こ
の
雪
か
き
は
我
々
の

持
っ
て
い
た
「
幻
想
的
」
な
雪
の
イ

メ
ー
ジ
を
打
ち
砕
き
、
刺
激
的
な
ほ

ど
に
「
現
実
的
」
な
一
面
を
見
せ
て

く
れ
た
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
地
元

の
方
に
は
当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
の

「
重
労
働
」
も
我
々
に
と
っ
て
は
刺
激

的
で
あ
っ
た
。
雪
か
き
を
行
い
筋
肉

痛
に
悩
ま
さ
れ
る
明
く
る
日
に
皆
か

ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
は
「
次
は
屋
根

に
登
り
た
い
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ

た
。
雪
か
き
、
雪
ほ
り
の
大
変
さ
は

そ
れ
な
り
に
認
識
し
た
つ
も
り
だ
が
、

我
々
に
は
、
こ
の
「
重
労
働
」
は
そ

の
辛
さ
を
揺
ら
ぐ
か
に
凌
ぐ
ぐ
ら
い

に
刺
激
的
な
体
験
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
を
終
え
、
帰
り
の

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ
こ
に

は
ま
っ
た
く
雪
が
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
我
々
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
雪

国
の
思
い
出
が
残
っ
て
い
た
。

同團吻園回
（1月26日～2月25日）

げんきな良い子に（出生）

　　みずき若弗　瑞紀筏・君男・エディタ甑

　（男の子・蓬平・諜つべえ）
　　　　う　た
齋藤　僚太絨・孝・直子概

　（男の子・松代・華町住竃〉

ご冥福をお祈嚇します護死嚢）

若月　ヒデ転　　　　　　雛歳

　　　　　（海老・あたしや〉

出本　オ薫㌦　　　　　鎗3歳

　　　　ζ溢地・どうのしだ）

松山　セン転　　　　　鑑0⑪歳

　　　　　　／犬伏・あめや）

重野興一郎㌦　　　　　　簿歳

　　　　　　〈松代・しげの〉

　男　　2，183人　　（＋1人）

　女2，224人（一8人）
　計4，407人（一7人）
世帯数1，438世帯（一1世帯）

　出生2人　　死亡4人
　転入3人　　転出8人
　　　（12年2月末日現在）

一人ロの動き
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新
潟
日
報
に
隣
町
出
身
の
中
島
貢
さ
ん
（
現

東
急
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
会
長
）
の
話
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
元
駐
日
大

使
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
i
氏
の
話
を
取
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
紹
介
す
る
と
「
日
本
在
任
中
に

納
得
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
海
側
を
裏

日
本
と
呼
ぶ
こ
と
だ
。
自
分
は
本
当
の
日
本

は
日
本
海
側
に
あ
る
と
思
う
。
太
平
洋
側
は

欧
米
の
模
倣
が
大
過
ぎ
て
面
白
く
な
い
」
。
氏

の
言
葉
は
も
っ
と
も
で
さ
ら
に
二
重
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
　
一
つ
は
、
裏
に
本
当
の
こ
と

（
日
本
）
が
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
に
日
本
人

で
は
な
く
外
国
人
が
指
摘
を
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
春
地
元
を
離
れ
勉
学
に
、
あ
る

い
は
仕
事
に
励
む
人
は
、
新
し
い
地
域
と
の

関
わ
り
か
ら
、
今
ま
で
育
っ
た
と
こ
ろ
と
の

違
い
を
見
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
▼
早
稲
田

大
学
の
雪
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

出
会
い
、
「
人
を
救
う
の
は
、
や
は
り
人
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。
不
器
用
、
し
か
し
一
生
懸

命
雪
を
か
く
姿
に
、
「
人
の
姿
」
を
垣
間
見
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
参
加
者
一
人
ひ
と
り

の
人
生
の
糧
と
な
っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
に

も
心
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
取
材
か
た
、
何

よ
り
も
一
住
民
と
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
本
山
祖
道
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
た
1
9
ぺ
ー

ジ
紹
介
の
本
か
ら
俵
万
智
さ
ん
の
歌
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
咲
く
よ
う
な
明
る
さ
で

あ
な
た
私
を
拉
致
せ
よ
二
月
　
▼
春
が
一
月

遅
れ
る
当
地
で
は
、
さ
し
ず
め
雪
割
草
の
花

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
雪
割
草
の
花
の
展
示
を

は
じ
め
と
し
た
「
ほ
く
ほ
く
線
開
業
3
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
3
月
2
5
日
か
ら
ふ
る
さ

と
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
一
足
早
い
春
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
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